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(57)【要約】
　本発明は流し台の上部収納部と下部収納部との間に設
置されるが、空間活用度の低いコーナー側に備えられて
、まな板、台所用洗剤、束子などを簡便に収納すること
ができ、プレートが垂直棒上に回転可能に設置されるこ
とによって、収納後、収納された物が見えないようにプ
レートを壁面側を向けるようにしてきれいに整理するこ
とができ、掛け金具、磁性体及びやっとこ式把持手段が
設けられていて、多様な用途の物を容易に整理及び収納
することができるようにした流し台用収納装置に関する
もので、流し台の上部収納部と下部収納部との間に固定
される垂直棒と、前記垂直棒上に回転可能に設置され、
その背面側が前記垂直棒の長さ方向に面接されるように
位置されるプレートと、前記垂直棒上に設置されたプレ
ートの背面に固定され、複数の収納空間が形成される収
納手段とを含むことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流し台の上部収納部と下部収納部との間に固定される垂直棒と、
　前記垂直棒上に回転可能に設置されるプレートと、
　前記垂直棒上に設置されたプレートの背面に固定され、複数の収納空間が形成される収
納手段と、
を含むことを特徴とする流し台用収納装置。
【請求項２】
　前記収納手段は、複数のワイヤが格子状に連結されて形成されるが、一側には一対の収
納空間が設けられ、他側にはまな板が収納されることができるように「コ」字状の固定溝
が形成される収納台と、
　一側は前記プレートの背面の一側に固定され、他側は前記収納台の一側に固定されて、
前記収納台を前記プレート側に固定させる固定部材と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の流し台用収納装置。
【請求項３】
　前記収納台の下部側には水受けがスライディング方式で着脱可能に結合されることを特
徴とする請求項２に記載の流し台用収納装置。
【請求項４】
　前記プレートはその背面側が前記垂直棒の長さ方向に面接されるように設置され、前記
垂直棒は長さ調節可能に具備されることを特徴とする請求項１に記載の流し台用収納装置
。
【請求項５】
　前記プレートの上には複数の孔が貫通して形成され、前記孔には掛け金具が着脱可能に
締結されることを特徴とする請求項１に記載の流し台用収納装置。
【請求項６】
　前記プレートは金属材質で形成され、前記金属材質で形成されたプレート上には複数の
磁性体が磁力によって着脱可能に具備されることを特徴とする請求項１に記載の流し台用
収納装置。
【請求項７】
　前記プレートの背面両側にはやっとこ式把持手段が固設されることを特徴とする請求項
１～６のいずれか一項に記載の流し台用収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は流し台用収納装置に関するもので、さらに詳しくは、流し台の上部収納部と下
部収納部との間に設置され、好ましくは、空間活用度が低いコーナー側に備えられて、ま
な板、台所用洗剤、束子などを簡便に収納することができ、収納手段を備えるプレートが
垂直棒上に回転可能に設置されることによって、収納後、収納された物が見えないように
プレートを壁面側を向けるようにすることができて、きれいに整理することができ、掛け
金具、磁性体及びやっとこ式把持手段が設けられていて、多様な用途の物品を容易に整理
及び収納することができるようにした流し台用収納装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、流し台には、食器、まな板、包丁、台所用洗剤、束子、カップ、はさみ、ゴム手
袋、布巾、ひしゃくなど多様なキッチン用品が収納及び備えられて使われている。
【０００３】
　ところが、このようなキッチン用品はそれぞれの使いみちに合う別途の収納方法があり
、用途の異なるキッチン用品を１ヵ所に整理することが難しく、整理しても散らかってい
るような気持ちになるしかない実状であった。
【０００４】
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　だからといって、このような物を流し台の引き出しの中に全部収納しておくと、必要時
にいちいち捜して取り出さなければならないため煩わしい。そこで、頻繁に使うキッチン
用品をきれいで容易に収納することができる収納装置が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、流し台の上部収納部と下部収納部との間に設置され、好まし
くは、空間活用度の低いコーナー側に備えられて、まな板、台所用洗剤、束子などを簡便
に収納することができるようにした流し台用収納装置を提供することにある。
【０００６】
　また、本発明の他の目的は、収納手段を備えるプレートが垂直棒上に回転可能に設置さ
れることによって、収納後、収納された物が見えないようにプレートを壁面側に向けるよ
うにすることができて、きれいに整理することができる流し台用収納装置を提供すること
にある。
【０００７】
　また、本発明のまた他の目的は、掛け金具、磁性体及びやっとこ式把持手段が設けられ
ていて、多様な用途の物を容易に整理及び収納することができるようにした流し台用収納
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した本発明の目的は、流し台の上部収納部と下部収納部との間に固定される垂直棒
と、前記垂直棒上に回転可能に設置されるが、その背面側が前記垂直棒の長さ方向に面接
されるように位置されるプレートと、前記垂直棒上に設置されたプレートの背面に固定さ
れ、複数の収納空間が形成される収納手段とを含むことを特徴とする流し台用収納装置を
提供することによって達成される。
【０００９】
　本発明の好ましい特徴によれば、前記収納手段は、複数のワイヤが格子状に連結されて
形成されるが、一側には一対の収納空間が設けられ、他側にはまな板が収納されることが
できるように「コ」字状の固定溝が形成される収納台と、一側は前記プレートの背面の一
側に固定され、他側は前記収納台の一側に固定されて、前記収納台を前記プレート側に固
定させる固定部材とを含む。
【００１０】
　本発明のより好ましい特徴によれば、前記収納台の下部側には水受けがスライディング
方式で着脱可能に結合される。
【００１１】
　本発明のより好ましい特徴によれば、前記プレートはその背面側が前記垂直棒の長さ方
向に面接されるように位置して設置され、前記垂直棒は長さ調節可能に具備される。
【００１２】
　本発明のより好ましい特徴によれば、前記プレートの上には複数の孔が貫通して形成さ
れ、前記孔には掛け金具が着脱可能に締結される。
【００１３】
　本発明のより好ましい特徴によれば、前記プレートは金属材質で形成され、前記金属材
質で形成されたプレート上には複数の磁性体が磁力によって着脱可能に備えられる。
【００１４】
　本発明のより好ましい特徴によれば、前記プレートの背面両側にはやっとこ式把持手段
が固設される。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のような本発明の好ましい一実施例による流し台用収納装置によれば、
　第一に、流し台の上部収納部と下部収納部との間設置され、好ましくは、空間活用度の
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低いコーナー側に備えられて、まな板、台所用洗剤、束子などを簡便に収納することがで
きる卓越な効果がある。
【００１６】
　第二に、収納手段を備えるプレートが垂直棒上に回転可能に設置されることによって、
収納後、収納された物が見えないようにプレートを壁面側に向けるようにして、きれいに
整理することができるという長所がある。
【００１７】
　第三に、掛け金具、磁性体及びやっとこ式把持手段が設けられていて、多様な用途の物
を容易に整理及び収納することができるようにした流し台用収納装置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例による流し台用収納装置の斜視図である。
【図２】本発明の一実施例による流し台用収納装置の作動図である。
【図３】本発明の一実施例による流し台用収納装置の作動図である
【図４】本発明の一実施例による流し台用収納装置の作動図である
【図５】本発明の一実施例による流し台用収納装置の作動図である。
【図６】本発明の一実施例による流し台用収納装置の使用状態図である。
【図７】本発明の一実施例による流し台用収納装置の使用状態図である。
【図８】本発明の一実施例による流し台用収納装置の使用状態図である。
【図９】本発明の一実施例による流し台用収納装置の使用状態図である。
【図１０】本発明の一実施例による流し台用収納装置の使用状態図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　流し台用収納装置
　１０　垂直棒
　１１　回転型長さ調節部材
　１２　ゴムパッキング
　１３　突起部材
　２０　プレート
　２１　孔
　２２　固定片
　２３　やっとこ式把持手段
　２４　掛け金具
　２５　磁性体
　３０　収納手段
　３１　収納台
　３２　収納空間
　３３　固定溝
　３４　固定部材
　３５　水受け
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１には本発明の一実施例による流し台用収納装置の斜視図が示され、図２～図５には
本発明の一実施例による流し台用収納装置の作動図が示され、図６～図１０には本発明の
一実施例による流し台用収納装置の使用状態図が示されている。
【００２１】
　本発明の好ましい一実施例による流し台用収納装置１は、流し台の上部収納部と下部収
納部との間に固定される垂直棒と、前記垂直棒上に回転可能に設置されるが、その背面側
が前記垂直棒の長さ方向に面接されるように位置されるプレート２０と、前記垂直棒上に
設置されたプレート２０の背面に固定され、複数の収納空間３２が形成される収納手段３
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０とを含む。
【００２２】
　ここで、垂直棒は流し台の上部収納部及び下部収納部との間に固設されて、後で説明さ
れる構成部材が装着される役割を果たす。前述したような垂直棒は、上部収納部と下部収
納部との間に動かないように堅固に固設され、図４に示すように、垂直棒の回転方向によ
ってその長さが調節される回転型長さ調節部材１１が備えられ、また、両端には上部収納
部及び下部収納部側に堅固に密着固定されることができるようにゴムパッキング１２がそ
れぞれ備えられる。そして、垂直棒の上、下部側には後述されるプレート２０が安着され
て回転されることができるように突起部材１３がそれぞれ突出して形成される。
【００２３】
　垂直棒が前記回転型長さ調節部材１１によって長さを調節することができることによっ
て、上部収納部と下部収納部との間の間隔が相異して形成されていても、これに対応され
るようにその長さを調節して使うことができる。このような長さ調節方法は、回転型長さ
調節部材１１の外にも従来技術による多様な方法が選択的に使われることができることは
勿論である。
【００２４】
　前記垂直棒上にはプレート２０が回転可能に設置されるが、このプレート２０は後述さ
れる構成部材が物を収納することができるように装着される役割を果たすもので、前記垂
直棒上に回転可能に設置され、その背面側が垂直棒の長さ方向に面接されるように位置さ
れる。
【００２５】
　このようなプレート２０は、図面に示すように、矩形のプレート２０に形成され、その
背面側には前記垂直棒の突起部材１３上に安着されて回転されるように、一対の固定片２
２が備えられる。即ち、プレート２０はこの一対の固定片２２によって垂直棒上に固定さ
れるとともに、突起部材１３上に回転可能に安着されることによって、垂直方向ではその
位置が固定されるが、図２に示すように、水平方向での回転は可能になる。
【００２６】
　また、前記プレート２０上には複数の孔２１が貫通して形成されるが、この孔２１は掛
け金具が着脱可能に締結されることができるようにする役割を果たすものであり、図８に
示すように、孔２１に締結された掛け金具上にひしゃくやマグカップなど多様な物をかけ
て簡便に保管することができる。
【００２７】
　また、前記プレート２０は磁性体２５が磁力によって着脱されることができる金属材質
で形成され、従って、図８に示すように、各種メモ紙、領収証などを容易に固定して保管
することができる。
【００２８】
　そして、前記プレート２０の背面両側にはやっとこ式把持手段が固設される。このやっ
とこ式把持手段は、図７に示すように、ゴム手袋や布巾などをやっとこ方式で挟んで保管
する役割を果たすもので、このようなやっとこ式把持手段の使用時、図面に示すように、
後述される収納手段３０を除いた状態で使うこともでき、収納手段３０が設置された状態
で使うこともできる。
【００２９】
　前記やっとこ式把持手段が設置されたプレート２０の背面側には収納手段３０が設置さ
れる。この収納手段３０はまな板、台所用洗剤、束子などが収納される役割を果たすもの
で、複数のワイヤが格子状に連結されて形成されるが、一側には一対の収納空間３２が設
けられ、他側にはまな板が安着して収納されることができるように「コ」字状の固定溝３
３が形成される収納台３１と、一側はプレート２０の背面一側に固定され、他側は収納台
３１の一側に固定されて、収納台３１をプレート２０側に固定させる固定部材３４とを含
む。
【００３０】
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　前記固定部材３４は、プレート２０の背面両側に垂直棒の厚さだけ突出して設置され、
その端部は折曲して形成される。そして、前記収納台３１は格子状に形成されることによ
って、上部一側が前記収納台３１側に掛けられて、その位置が固定され、下部側は垂直棒
側に支持される。
【００３１】
　従って、図３に示すように、収納台３１は固定部材３４上で容易に着脱することができ
る。また、図６に示すように、収納台３１の「コ」字状の溝内にはまな板が置かれて保管
され、一対の収納空間３２内には台所用洗剤及び束子が収納される。
【００３２】
　また、図５に示すように、前記収納台３１の下部側には水受け３５がスライディング方
式で着脱可能に保管されて、まな板、束子などから落ちる水を受けて、下部収納部が汚染
されることを防止することができる。
【００３３】
　一方、前述したような流し台用収納装置１は、流し台の一側に多様な物が収納されるこ
とができるように設置され、回転可能に設置されることによって、収納手段３０などの物
が収納されたプレート２０の背面側が流し台の壁面を向けるように回転させることができ
てきれいに整理することができる。
【００３４】
　また、好ましくは、流し台のコーナーのように空間活用度の低い所に設置されて、捨て
られる空間を有用に活用することができる。
【００３５】
　本発明は特許請求の範囲で請求する請求の要旨を逸脱しない範囲内で、当該技術分野に
おける通常の知識を有する者によって多様に変更して実施されることができるので、本発
明の技術保護範囲は前述した特定の好ましい実施例には限定されない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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【国際調査報告】



(9) JP 2014-504541 A 2014.2.24

10

20

30

40



(10) JP 2014-504541 A 2014.2.24

10

20

30

40



(11) JP 2014-504541 A 2014.2.24

10

20

30

40



(12) JP 2014-504541 A 2014.2.24

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO
,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,
VC,VN,ZA

(74)代理人  100191569
            弁理士　浅沼　聖子
(72)発明者  アン，ウンヨン
            大韓民国、４６３－８６５　キョンギド、ソンナムシ、プンダング、パリボンブクロ、２４ブンギ
            ル　３－４、（スネドン）１０２
Ｆターム(参考) 4B066 FF09 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

